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彦
根
城
に
国
立
西
洋
美
術
館
・
本
館
、
佐
渡
鉱

山
の
遺
産
群
に
百も

ず
舌
鳥
・
古ふ
る
い
ら市

古
墳
群
…
…
。

世
界
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
す
こ
れ
ら
多
く
の
国

内
暫
定
リ
ス
ト
か
ら
、
一
歩
飛
び
出
し
、
２
０
１
２

年
、
世
界
遺
産
へ
の
「
推
薦
」
が
決
定
し
た
富
岡
製

糸
場
と
絹
産
業
遺
産
。
そ
の
富
岡
製
糸
場
を
沿
線
に

持
つ
上
信
電
鉄
で
は
、
次
な
る
目
標
、
世
界
遺
産

「
登
録
」
を
応
援
し
て
、
高
崎
駅

‒

上
州
富
岡
駅
間
の

往
復
運
賃
と
富
岡
製
糸
場
の
入
場
料
を
セ
ッ
ト
に
し

た
企
画
キ
ッ
プ
を
発
売
中
と
か
。

企
画
キ
ッ
プ
を
利
用
し
て
世
界
遺
産
候
補
を
見
学
。

企
画
キ
ッ
プ
は
窓
口
販
売

上
信
電
鉄
の
高
崎
駅
は
Ｊ
Ｒ
の
高
崎
駅
に
隣
接
。

Ｊ
Ｒ
か
ら
の
乗
り
換
え
に
は
十
分
な
時
間
を
取
っ
て

お
い
た
の
に
、
駅
ビ
ル
の
お
土
産
物
屋
に
目
を
奪
わ

れ
て
、
気
が
つ
け
ば
時
間
は
ギ
リ
ギ
リ
。
慌
て
て
上

信
電
鉄
の
乗
り
場
へ
向
か
う
。

ホ
ー
ム
に
は
既
に
電
車
が
入
線
し
、
乗
客
が
続
々

と
乗
り
込
ん
で
い
る
最
中
。
急
が
な
く
て
は
と
思
う

け
れ
ど
、
お
目
当
て
の
企
画
キ
ッ
プ
、「
富
岡
製
糸

場
見
学
往
復
割
引
乗
車
券
」
は
券
売
機
で
は
な
く
窓

口
販
売
。
焦
る
こ
ち
ら
に
気
づ
い
た
の
か
、
す
ば
や

く
キ
ッ
プ
が
差
し
出
さ
れ
、
な
ん
と
か｢

駆
け
込
み

乗
車｣

に
な
ら
ず
に
乗
車
。

一
息
つ
い
て
見
渡
し
た
車
内
は
、
9
割
近
い
乗
車

率
。
空
席
を
見
つ
け
て
腰
掛
け
る
と
同
時
に
、
ガ
タ

ン
と
一
つ
大
き
く
揺
れ
て
、
電
車
が
動
き
出
す
。

各
駅
停
車
と
い
う
割
に
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
の
だ
ろ

う
か
、
車
内
に
は
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
と
、
ど
こ
か
懐
か

し
い
音
が
広
が
り
、
車
窓
に
は
住
宅
と
田
畑
の
モ
ザ

イ
ク
模
様
が
飛
ぶ
よ
う
に
流
れ
る
。
電
車
が
進
み
、

モ
ザ
イ
ク
模
様
の
田
畑
の
部
分
が
優
勢
に
な
っ
て
き

た
こ
ろ
、
上
州
富
岡
駅
に
到
着
。
駅
舎
に
置
か
れ
た

周
辺
地
図
を
も
ら
っ
て
、
富
岡
製
糸
場
へ
と
向
か
う
。

さ
す
が
は
、
世
界
遺
産
候
補

地
図
を
頼
り
に
商
店
街
を
通
り
抜
け
、
歩
く
こ
と

約
10
分
で
富
岡
製
糸
場
に
到
着
。

「
平
日
だ
し
、
午
前
中
だ
し
、
き
っ
と
人
出
は
少

な
い
は
ず
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、
正
面
入
り
口
に
は

ツ
ア
ー
の
団
体
客
が
集
ま
り
、
入
場
券
売
り
場
に
は

行
列
が
で
き
る
賑
わ
い
。
社
会
科
見
学
ら
し
い
小
学

生
の
集
団
に
、
ス
ー
ツ
を
着
た
壮
年
の
男
性
グ
ル
ー

プ
の
姿
も
見
え
る
。

団
体
客
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
解
説
員

が
付
い
て
、
建
築
物
の
解
説
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
見

学
し
て
い
る
。
個
人
の
見
学
者
に
対
し
て
も
、
１
日

に
数
回
、
解
説
案
内
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
残
念
な
が
ら
時
間
が
合
わ
な
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
片
手
に
気
ま
ま
に
場
内
を
巡
り
つ
つ
、
所
々
で
団

体
客
の
後
ろ
に
つ
い
て
、
耳
を
澄
ま
せ
て
解
説
を
聞

か
せ
て
も
ら
う
。

れ
ん
が
造
り
の
繭
倉
庫
や
繰そ
う
し
じ
ょ
う

糸
場
、
外
国
人
指
導

者
ブ
リ
ュ
ナ
が
住
ん
で
い
た
ブ
リ
ュ
ナ
館
な
ど
、
一

通
り
見
学
し
て
戻
っ
た
正
面
入
り
口
に
は
、
小
さ
な

旗
を
持
っ
た
添
乗
員
に
伴
わ
れ
た
人
々
の
出
入
り
が

続
き
、
近
く
の
お
土
産
物
屋
さ
ん
の
前
に
も
人
が
集

ま
っ
て
い
る
。

平
日
で
こ
の
賑
わ
い
な
ら
ば
、
休
日
は
い
っ
た
い

ど
の
く
ら
い
の
人
が
訪
れ
る
の
だ
ろ
う
。
さ
す
が
は

世
界
遺
産
候
補
。

普通のキップより大
きな企画キップは窓
口販売。

れんが造りの繭倉庫。グループごとに解説員が由来などを解説してくれる。
（撮影協力：富岡市・富岡製糸場）
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世
界
遺
産
へ
の
登
録
が
期
待
さ
れ
る

富
岡
製
糸
場
。

穏
や
か
な
日
常
に
包
ま
れ
た
城
下
町
。

歴
史
的
な
空
間
を
企
画
キ
ッ
プ
で

満
喫
す
る
。

上信電鉄
【じょうしんでんてつ】

高崎駅から下仁田駅まで、総延長33.7km
を約60分で結ぶ。創立は明治28年と古く、
木造駅舎も数多く残る。
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途
中
下
車
は
ど
の
駅
で
？

見
学
を
終
え
て
駅
へ
戻
る
と
、
時
刻
は
お
昼
を

回
っ
た
と
こ
ろ
。
ま
っ
す
ぐ
帰
る
に
は
ま
だ
早
い
。

幸
い
「
富
岡
製
糸
場
見
学
往
復
割
引
乗
車
券
」
は
、

復
路
で
1
回
途
中
下
車
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
ど
こ
で
降
り
て
、
何
を
し
よ
う
か
。

上
信
電
鉄
で
は
、
沿
線
に
あ
る
妙み
ょ
う
ぎ
さ
ん

義
山
や
神か
ん
な
り
や
ま

成
山

へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
が
季
節
ご
と
に
企
画
さ
れ
、

Ｈ
Ｐ
に
は
沿
線
の
散
策
コ
ー
ス
も
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
今
回
、
途
中
下
車
で
き
る
の
は
、
復
路
に
当
た

る
上
州
富
岡
駅
か
ら
高
崎
駅
ま
で
の
11
駅
。
こ
の
区

間
で
の
お
勧
め
は
、「
上
州
福
島
駅
で
降
り
て
、
城

下
町
小お
ば
た幡
を
散
策
」
か
「
吉
井
駅
で
降
り
て
、
日
本

三
大
古
碑
の
多た

ご胡
碑
見
学
」
と
の
こ
と
。

「
三
大
古
碑
」
も
魅
力
的
だ
け
れ
ど
、「
城
下
町
」

の
言
葉
の
風
情
は
捨
て
難
く
、
上
州
福
島
駅
で
途
中

下
車
し
て
、
小
幡
城
下
町
へ
と
向
か
う
。

自
転
車
で
坂
の
上
の
城
下
町
へ

小
幡
城
下
町
は
上
州
福
島
駅
か
ら
約
２
㎞
程
度
の

場
所
に
あ
る
。
歩
い
て
行
け
な
い
距
離
で
は
な
い
け

れ
ど
、
上
州
福
島
駅
で
は
無
料
で
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

も
で
き
る
。「
運
動
不
足
の
体
に
は
、
徒
歩
よ
り
自

転
車
の
方
が
楽
な
は
ず
」
と
、
自
転
車
を
選
ぶ
。

と
こ
ろ
が
、
駅
員
さ
ん
の
「
気
を
つ
け
て
行
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」
の
声
に
送
ら
れ
、
張
り
切
っ
て
自
転

車
を
こ
ぎ
始
め
て
十
数
分
。
緩
や
か
で
は
あ
る
け
れ

ど
、
延
々
と
続
く
上
り
坂
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
足

は
ガ
ク
ガ
ク
。

「
歩
い
た
ほ
う
が
、
楽
だ
っ
た
か
な
ぁ
」。
心
の
中

で
ぼ
や
き
つ
つ
、
休
み
休
み
自
転
車
を
進
め
て
行
く

と
、
フ
ッ
と
辺
り
の
景
色
が
変
わ
る
。

整
備
さ
れ
た
広
い
歩
道
の
右
手
に
は
桜
並
木
と
透

き
通
っ
た
小
川
、
左
手
に
は
大
き
な
門
構
え
の
家
並

み
。
自
転
車
を
止
め
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
確
か
め
る

と
、
こ
こ
は
も
う
小
幡
城
下
町
。
小
川
は
日
本
名
水

１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
た
雄お

が
わ
せ
き

川
堰
、
家
並
み
は
明
治

中
期
に
建
築
さ
れ
た
養
蚕
農
家
だ
と
い
う
。

横
道
に
入
れ
ば
、
白
壁
の
武
家
屋
敷
と
普
通
の
住

宅
や
学
校
が
入
り
交
じ
る
。
古
く
て
立
派
な
塀
と
門

の
内
側
に
、
現
代
的
な
住
宅
が
建
っ
て
い
た
り
す
る

の
も
面
白
い
。
整
備
さ
れ
、
守
ら
れ
て
は
い
て
も
、

ご
く
普
通
に
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。
住
む
人
の
気
配

が
漂
う
城
下
町
を
自
転
車
で
走
り
抜
け
る
。

駅
員
さ
ん
に
見
抜
か
れ
た
？

行
き
で
苦
労
し
た
上
り
坂
は
、
帰
り
は
当
然
下
り

坂
。
自
転
車
は
気
持
ち
よ
く
風
を
切
る
。
行
き
の
苦

労
が
嘘
の
よ
う
に
、
す
ん
な
り
駅
へ
戻
り
着
く
と
、

た
ま
た
ま
駅
舎
の
前
に
い
た
駅
員
さ
ん
に
、「
案
外

早
く
帰
っ
て
き
た
ね
」
と
出
迎
え
ら
れ
る
。

時
計
を
確
か
め
る
と
、
駅
を
出
て
か
ら
２
時
間
弱

が
経
過
し
て
い
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
薦
め
る
散
策

コ
ー
ス
の
う
ち
、
最
短
コ
ー
ス
の
所
要
時
間
も
約
２

時
間
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
は
駅
か
ら
小
幡
城
下
町
ま

で
の
往
復
を
含
ま
な
い
か
ら
、
２
時
間
弱
で
戻
っ
て

く
る
の
は
、
確
か
に
早
い
。「
き
つ
か
っ
た
で
し
ょ

う
、
行
き
の
坂
道
」、
駅
員
さ
ん
は
笑
っ
て
続
け
る
。

行
き
の
坂
道
に
疲
れ
た
あ
ま
り
、
最
短
の
散
策

コ
ー
ス
を
さ
ら
に
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
し
た
こ
と
を
、

駅
員
さ
ん
に
見
抜
か
れ
た
？

富岡製糸場世界遺産登録応援号を含め、9種類が運行中。雄川堰は春には桜の名所になる

上州福島駅の駅舎は木造。使い込んだ時刻表や温度計が懐かしい雰囲気。

上州福島駅でレンタ
サイクルできるのは
十台弱。


